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◇
基
本
賃
金
引
上
げ
に
つ
い
て 

●
初
任
給
：
大
卒(

１-

33)

は
６
０

０
０
円
、
高
卒(

１-

13)

は
５
１
０

０
円
の
引
き
上
げ
に
留
め
、
初
任

給
以
降
の
高
位
号
給
と
２
級
に
つ

い
て
は
平
均
３
・

16
％
の
引
き
上

げ
、
３
級

61

号
級
、
４
級

57

号

級
、
５
級

37
号
級
ま
で
改
定
率
の

平
均
を
上
回
る
３
・
５
％(

１
０
８

０
０
～
１
１
１
０
０
円)

の
引
き
上

げ
を
行
う
。 

 

以
降
の
高
位
号
給
は
そ
れ
ま
で

の
改
定
額
を
逓
減
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
平
均
２
・

75
％
の
引
き
上
げ

(

１
０
９
０
０
～
１
１
３
０
０
円)

を
行
う
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の

み
の
１
級
１
号
級
～

12
号
級
ま
で

４
４
０
０
円
か
ら
４
９
０
０
円
引

き
上
げ
る
。 

  

     

●
地
域
手
当
：
令
和
８
年
度
よ
り

１
％
引
き
下
げ
る
。 

●
令
和
８
年
初
任
給
：
大
卒
６
０
０

０
円
、
高
卒
７
２
０
０
円
。
残
っ

た
原
資
に
よ
り
課
長
補
佐
級
以
下

に
つ
い
て
２
７
０
０
円
の
引
き
上

げ
。 

●
令
和
８
年
管
理
職
：
一
律
５
０

０
円
引
き
上
げ
。 

 

令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
の

給
料
月
額
と
地
域
手
当
の
合
計

額
は
、
現
行
比
較
で
行
政
職
課
長

補
佐
級
以
下
の
職
員
は
９
４
０

０
円
以
上
の
引
き
上
げ
。 

 

◇
再
任
用
職
員
制
度 

 

給
与
勧
告
に
よ
る
改
定
額
を
１

１
３
０
０
円
、
地
域
手
当
見
直
し

に
伴
う
改
定
額
を
３
１
０
０
円
と

し
、
令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
の

給
与
月
額
と
地
域
手
当
の
合
計
額

は
現
行
比
較
で
約
１
２
９
０
０
円

と
な
る
。 

 

短
時
間
再
任
用
職
員
の
引
上
げ

で
も
定
年
延
長
職
員
の
引
上
げ
額

を
上
回
る
。 

 

◇
一
時
金 

 

人
事
委
員
会
勧
告
通
り
年
間
支

給
月
数
を
０
・

05
月
。
期
末
手
当

と
勤
勉
手
当
を
均
等
に
０
・
０
２

５
月
ず
つ
引
き
上
げ
る
。 

 

年
間
月
数
は
４
・
65
月
と
な

る
。 

 
◇
広
島
市
会
計
年
度
任
用
職
員

統
一
交
渉 

●
11
月
17
日
、
第
３
回
賃
金
確
定

交
渉
。
広
島
市
労
連
の
賃
金
確
定

交
渉(

上
記)

の
結
果
を
受
け
て
、

当
局
か
ら
最
終
回
答
の
提
示
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
団
結
署
名
は

延
べ
３
３
９
８
筆
を
提
出
。 

●
重
点
課
題
は
、
住
居
手
当
や
扶

養
手
当
、
短
時
間
会
計
年
度
職
員

へ
の
退
職
手
当
な
ど
、
会
計
年
度

任
用
職
員
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い

手
当
等
の
改
善
や
、
年
１
号
し
か

上
が
ら
な
い
昇
給
制
度
の
改
善
な

ど
、
正
規
職
員
と
の
格
差
是
正
。

引
き
続
き
格
差
是
正
の
強
い
要
求

が
あ
る
こ
と
を
最
後
に
強
く
訴

え
、
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。 

 

◇
広
島
市
関
連
連
絡
会
統
一

交
渉 

●

月
26
日
、
秋
の
統
一
要
求

書
の
回
答
交
渉
を
行
い
、
団
結

署
名
の
べ
９
１
３
筆
を
提
出
。 

●
正
規
職
員
は
賃
金
、
一
時

金
、
通
勤
手
当
、
休
暇
制
度
は

広
島
市
労
連
に
準
拠
、
非
常
勤

嘱
託
職
員
の
賃
金
は
現
在
の
賃

金
か
ら
合
計
４
・

48
％
引
上

げ
、
一
時
金(

一
部
、
異
な
る
団

体
有)

、
通
勤
手
当
、
休
暇
制
度

は
広
島
市
労
連
に
準
拠
す
る
。 

●
喫
緊
の
課
題
は
非
常
勤
嘱
託

職
員
の
経
験
年
数
加
算
。
４
年

も
昇
給
が
な
い
職
で
は
応
募
が

な
い
、
離
職
や
欠
員
に
つ
な
が

る
等
、
深
刻
。 

 

団
体
ご
と
に

目
先
の
こ
と
だ

け
考
え
る
の
で

は

な

く
、
今

後

10
年
先
を
見
据

え
、
理

事

者

側

か
ら
も
市
に
訴
え
て
欲
し
い
と
伝

え
て
、
妥
結
し
ま
し
た
。 

           

◇
府
中
町
留
守
家
庭
児
童
会
労

組
賃
金
確
定
交
渉 

●
11
月
27
日
、
給
料
表
、
通
勤
手

当
等
は
国
の
勧
告
通
り
の
改
定
の

回
答
。 

 

●
府
中
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

一
時
金
は
、
年
間
支
給
月
数
が

３
・
65
月
と
、
正
規
職
員(

４
・
６

月)

よ
り
０
・
95
月
低
く
、
組
合
は

何
年
に
も
渡
り
引
上
げ
要
求
。
当

局
か
ら
、
今
年
の
改
定
０
・

05
月

に
加
え
て
、
賃
金
の
格
付
け
を
４

号
引
下
げ
、
そ
の
原
資
に
０
・

45

月
加
え
て
年
間
４
・

15
月
と
し
、

正
規
と
の
差
を
０
・
５
月
ま
で
縮

め
る
提
案
。 

●
当
局
提
案
の
方
が
年
収
で
５
万

円
程
度
上
回
り
、
ま
た
、
格
付
け

を
引
下
げ
て
も
現
行
賃
金
と
比
べ

て
３
％
以
上(

５
６
０
０
円
～
５
８

０
０
円
程
度)

賃
上
げ
と
な
る
こ
と

か
ら
、
当
局
提
案
の
内
容
で
妥
結

し
ま
し
た
。 

 
 

  

「
す
べ
て
の
こ
ど
も
た
ち
に
健
や

か
な
育
ち
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

毎
年
行
っ
て
い
る
こ
ど
も
パ
レ
ー

ド
も
21
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

保
育
や
学
童
保
育
を
は
じ
め
、

子
ど
も
に
関
わ
る
職
員
、
保
護

者
、
市
民
約
３
０
０
人
が
参
加
。 

 

「
配
置
基
準
を
改
善
し
て
安

心
・
安
全
、
豊
か
な
保
育
を
」

「
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
幸

せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
障
害

児
療
育
・
教
育
を
充
実
さ
せ
て
ほ

し
い
」
「
児
童
館
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
老
朽
化
施
設
改
善
」

「
給
食
費
無
償
化
で
も
よ
り
よ
い

給
食
を
子
ど
も
た
ち
へ
」
な
ど
要

求
横
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
で
ア

ピ
ー
ル
。
本
通
り
を
歩
く
市
民
の

関
心
を
集
め
な
が
ら
、
ア
リ
ス

ガ
ー
デ
ン
ま
で
歩
き
ま
し
た
。 

 

 

国
や
自
治
体
は
財
政
難
を
理
由

に
、
社
会
保
障
は
自
助
、
共
助
そ

し
て
現
場
の
努
力
と
工
夫
で
と
い

う
姿
勢
を
取
り
続
け
て
お
り
、
子

ど
も
施
策
に
も
大
き
く
影
響
し
て

い
ま
す
。 

 

困
難
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
子

ど
も
た
ち
に
予

算
も
人
手
も
か

け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
市
民

へ
今
の
課
題
を

知
ら
せ
世
論
の

後
押
し
で
各
団

体
の
訴
え
が
一

歩
で
も
前
進
す

る
よ
う
、
子
ど

も
に
関
わ
る
団

体
で
力
を
合
わ

せ

て

い

き

ま

す
。 

子
ど
も
パ
レ
ー
ド
11
月
16
日
開
催
！ 

広島自治労連 

第72回中央委員会 

＊2026年1/25（日） 

13時～16時45分 

＊広島市国際青年会

館研修室（アステールプラ

ザ７F） 

＊オンライン併用 

＊議題 

・情勢、活動報告 

・春闘方針、春の組織拡

大の提案 

・全国自治研の取り組み

状況 

＊各単組の活動報告を

お願いいたします。 

◇広島市労連最終交渉 
 11月13日、広島市労連賃金確定最終交渉が行われ、地域手当

の引き下げに伴う2段階の給与改定案により、全世代に賃上げがい

きわたる回答が示されました。 

 しかし、物価高騰に見合う賃上げには至っていません。2026春闘

を官民共同でたたかい、成果を上げて、来年の人事院勧告に反映さ

せていきましょう。以下には主に賃金について掲載していますが、詳しくは
広島市職労「しぶき」、広島自治労連「ザ・かんれん」をご参照願います。 

写真上：職場からの要求

ボードを貼りだして、広島

市労連交渉に臨む 

写真右：非正規ヒロシマ

連絡会による会計年度任

用職員統一交渉 

統一交渉の様子 

写真手前が財団理事者側 

向こう側が広島市関連連絡

会執行部 
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11
月

29
日
（
土
）
、
ア
ス

テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
で
第

18
回
地

方
自
治
研
究
全
国
集
会
ｉ
ｎ

広
島
「
合
同
会
議
」
が
開
催

さ
れ
、
約

90
名
が
参
加
。
こ

の
合
同
会
議
は
、
集
会
運
営

の
中
心
的
役
割
を
担
う

21
団

体
共
同
実
行
委
員
、
現
地
広

島
実
行
委
員
（
広
島
自
治
労

連
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
、
住
民

団
体
）
、
分
科
会
・
講
座
運

営
委
員
、
自
治
労
連
本
部
事

務
局
の
意
思
統
一
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。  

 

現
地
実
行
委
員
会
の
中
石

副
実
行
委
員
長
（
広
島
自
治

労
連
執
行
委
員
長
）
は
、
自

治
研
集
会
を
成
功
さ
せ
る
た

め
、
私
た
ち
は
連
続
学
習
会

を
全
12
回
・
24
人
の
仲
間
が

仕
事
に
つ
い
て
語
っ
た
。
こ

の
学
習
会
を
通
じ
て
、
住
民

と
語
り
合
い
た
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

先
輩
た
ち
と
住
民
の
市
民
運

動
の
歴
史
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
開
催
を
引
き
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
、
と
述
べ
ま
し

た
。 

 

学
習
講
演
で
は
弁
護
士
の

石
口
俊
一
さ
ん
が
「
基
本
的

人
権
が
守
ら
れ
た
状
態
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
実

現
の
た
め
、
公
務
公
共
労
働

者
に
求
め
る
こ
と
」
と
題
し

て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
石
口

弁
護
士
は
、
高
市
政
権
下
、

国
家
観
や
安
全
保
障
、
憲
法

改
正
発
議
に
向
け
て
の
制
度

整
備
等
は
安
穏
と
し
て
お
ら

れ
な
い
状
況
と
指
摘
。 

 

台
湾
有
事
と
存
立
危
機
事

態
に
つ
い
て
、
存
立
危
機
事
態

は
「
我
が
国
と
密
接
な
関
係

に
あ
る<

他
国>

に
対
す
る
武

力
攻
撃
…
」
と
あ
り
、
日
本

は
台
湾
を
国
と
し
て
認
め
て

い
な
い
の
だ
か
ら
、
〈
他
国>

は
ア
メ
リ
カ
を
意
味
し
、
そ

し
て
自
衛
隊
の
出
動
と
い
う

最
大
の
ハ
ー
ド
ル
＝
憲
法
違

反
の
「
安
保
法
制
」
に
基
づ

い
て

自
衛

隊
が

出
動

す
る 

と
い
う
大
問
題
で
あ
る
、
と

語
気
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
今
必
要
な
こ
と
は
、
各

地
域
の
市
民
に
よ
る
反
対
活

動
と
の
連
携
を
粘
り
強
く
行

う
こ
と
、
12
月
20
日
に
呉
市

で
行
わ
れ
る
行
動
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

  

事
務
局
か
ら
自
治
研
の
目

的
は
、
「
憲
法
と
地
方
自
治

を
い
か
し
、
公
務
公
共
労
働

者
と
住
民
を
つ
な
ぐ
集
会
。

全
国
各
地
の
実
践
や
経
験
を

交
流
し
、
各
分
野
の
現
状
と

課
題
、
展
望
を
明
ら
か
に
し

よ
う
」
と
提
案
。
参
加
者
で

意
思
統
一
し
ま
し
た
。 

 

後
半
は
分
科
会
・
講
座
別

に
運
営
委
員
が
顔
合
わ
せ
、

今
後
に
つ
い
て
協
議
し
、
終

了
し
ま
し
た
。 

先
輩
た
ち
の
市
民
運
動

を
引
き
継
い
で 

高
市
政
権
下
、
安
穏
と

で
き
な
い
情
勢 

 

公
務
・
公
共
職
場
で
働
く

労
働
者
の
賃
金
に
つ
い
て
考

え
る
時
に
重
要
な
指
標
の
一

つ
に
標
準
生
計
費
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
人
事
院
ま
た
は

地
方
公
共
団
体
の
人
事
委
員

会
が
公
務
員
給
与
改
定
勧
告

に
付
随
し
て
示
す
世
帯
人
員

別
の
標
準
生
計
費
が
一
般
的

で
す
。 

 

今
回
は
そ
の
「
標
準
生
計

費
」
の
問
題
点
と
自
治
労
連

の

提

唱

す

る
「
最

低

生

計

費
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

標
準
生
計
費
の
問
題
点 
 

今
年
の
人
事
院
勧
告
に
よ

り
示
さ
れ
た
標
準
生
計
費
は

下
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

明
ら
か
に
各
品
目
の
費
用
は

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

過
去
、
埼
玉
労
連
が
標
準

生
計
費
で
生
活
す
る
「
標

準
生
計
費
体
験
」
に
取
り

組
ん
だ
際
は
、

22
人
中
４

人
し
か
ク
リ
ア
で
き
ず
、

「
生
き
て
い
く
だ
け
」
の

費
用
で
す
。 

 

 

憲
法

25
条
「
健
康
的
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
」
が
保
障
さ
れ
る
金
額

の
実
態
は
、
下
表
の
最
低

生
計
費
試
算
調
査
が
示
し

て
い
ま
す
。 

国
民
の
生
活
を
守
る

運
動
を
目
指
し
て 

 

自

治

労

連

は
「
全

国

い
っ
せ
い
生
計
費
調
査
」

に
取
り
組
み
、
本
来
あ
る

べ
き
賃
金
水
準
を
明
ら
か

に
し
、
賃
上
げ
交
渉
に
挑

む
の
で
ご
協
力
願
い
ま

【埼玉での最低生計費資産調査結果：2008年、2016年、2024年】 

◇2008年 

  若年単身男性月額233,801円（時間額1345円、173.8時間換算) 

◇2016年 

  若年単身男性月額241,879円（時間額1392円、173.8時間換算） 

◇2024年 

  若年単身男性月額274，690円（時間額1580円、173.8時間換算） 

 

第

70
回
広
島
県
母
親
大
会

が
、

11
月

24
日
（
月
）
福
山
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中

は
５
つ
の
分
科
会
、
午
後
は
全

体
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
体
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

｢

ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
き

た｣

。
戦
後
、
生
き
残
っ
た
ぞ
う

を
名
古
屋
ま
で
見
に
行
っ
た
こ

と
を
合
唱
で
表
現
さ
れ
ま
し

た
。
幅
広
い
年
齢
層
で
構
成
さ

れ
た
合
唱
団
に
よ
る
、
思
い
が

伝
わ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
し

た
。 

 

記
念
講
演
は
、｢

絵
本
で
子
ど

も
た
ち
に
つ
た
え
た
い
こ
と｣

と

題
し
て
、
絵
本
作
家
の
長
谷
川

義
史
さ
ん
が
お
話
し
ま
し
た
。 

 

絵
本
の
朗
読
、
歌
の
演
奏

や
、
絵
の
実
演
に
よ
る
自
己
紹

介
な
ど
楽
し
く
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
し
た
。 

 

今
年
出
版
さ
れ
た｢

朗
読
詩
ひ

ろ
し
ま
の
子｣

は
、
四
國
五
郎
さ

ん
の
詩
を
絵
本
に
さ
れ
た
も
の

で
す
。
四
國
五
郎
さ
ん
は
、45

年
前
広
島
の
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
で
こ
の
詩
を
朗
読
さ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
二
度
と
悲
惨
な
状

況
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
子

ど
も
達
が
平
和
な
世
の
中
に
生

き
て
行
く
た
め
、
し
っ
か
り
と

学
習
し
、
想
像
し
、
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
全
体
会
に
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
参
加
者
も
含
め
、

６
１
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

11月14日(金)三次市福祉保健セン

ターで、2025年度市労組みよし定期

大会を開催し、13名が参加。 

冒頭，大谷委員長は「日本初の女

性総理である高市内閣が発足した

が，国民の生活は苦しい状況が続い

ている。地域と職場から生活の改善

を訴えていこう」と挨拶しました。 

続いて，塚本書記長から2024年度

一般経過報告と決算報告，2025年度

運動方針案と予算案が提案されまし

た。 

特に今年度重点的に取り組むこと

では「通勤手当における高速道路使

用要件の緩和」「複雑で多岐にわた

る職務に対応する全ての職員へのサ

ポート体制の確立」「今年好評だっ

たサンフレッチェ観戦ツアー」等が

盛り込まれました。 

出席者からは住民から様々な要望

が寄せられる支所の現状，人事異動

先での仕事への取り組みなどが報告

されました。 

 全ての議案は承認され，大会は盛

会のうちに終了しました。 

資料を示しな

がらお話され

る石口弁護士 

第18回地方自治研究全国集会in広島 

～住民と公務公共労働者が語り合い、  

  展望を明らかにしよう～  
写真上:全体会議 

写真下：運営委員会 

全
国
自
治
研
の
目
的 

2026  

春闘 

第1回・標準生

計費の問題点 

「ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が 

や
っ
て
き
た
」の
一
コ
マ 

広島県母親連絡会 小松会長の開会あいさつ 

広
島
県 

母
親
大
会 


